
《学校保健》 

性への価値観を高める指導の工夫 

～第 1学年保健体育「生殖にかかわる機能の成熟」の学習を通して～ 

                       那覇市立首里中学校養護教諭 谷川 選子 

Ⅰ テーマ設定の理由 

  現代社会はあらゆる情報があふれ，物質的には豊かになった。しかし，その一方で，急激な

社会状況の変化や価値観の多様化により，子ども達を取り巻く環境も大きく変化してきた。 

平成９年９月の保健体育審議会答申では，いじめや不登校等の心の問題をはじめとして，生

活習慣病の兆候，感染症の新たな課題，薬物乱用や性の逸脱行動などが，今，早急に取り組む

べき健康に関する現代的課題として取り上げられている。中でも性の逸脱行動については，出

会い系サイトを利用した「児童買春」が，連日マスコミを騒がせるほど問題が顕在化しており，

「性感染症の増加」や「十代の出産と人工妊娠中絶」等，学校における性教育の重要性が指摘

されている。 

このような状況をふまえて，学校でも「世界エイズデー」の取り組み等を中心に，性の学習

を行ってきた。しかし，一連の学習により，生徒達が性の問題を自分のものとして真剣に捉え，

考えるようになったかは疑問である。なぜなら，性の学習については，講話やビデオ視聴など

一過性の指導に止まっているのが現状であり，生徒の性に関するアンケート調査の結果からは

「自分の性についての知識に自信がない」「児童買春がなぜ犯罪なのかわからない」「本人が好

きならかまわない」という性の実態が見られた。 

さらに，思春期の変化する心と体，それに起因する様々な性の問題や悩みを「恥ずかしい」

「誰に相談していいのか分からない」としている現状もある。また，生徒の性の情報源のほと

んどが，友人やマスメディアなどであることから，一方的で偏った性情報が，安易な性交渉や

性犯罪に巻き込まれる等の誤った性行動につながっているという現実もある。 

このような状況から，生徒の心身の発達段階に応じた学習の中で，生徒が自分の体や性につ

いてしっかり向き合い，科学的に知識として理解し，性の問題に対する適切な意志決定や行動

選択ができる「性教育」の実践が，必要であると強く感じている。 

そこで，第 1学年保健体育「生殖にかかわる機能の成熟」の学習を通して，自分の心や体に

起こっている変化がどういうものか，またどういう意味をもっているのか，生徒の実態から見

えてくる｢なぜ｣を科学的に｢なるほど｣と理解させ，性への価値観を高める工夫をしたい。 

さらに，こうした心や体の変化に対応するためには，正しい判断に基づいた意志決定や行動

選択が必要であることを理解させるために，学習過程の中で，生徒が直面する身近な性の問題

について互いに学び合い，主体的に考えることができる学習の方法を取り入れることで，性を

自分の問題として捉えることができるのではないかと考える。 

自分の体や性についての理解が深まっていくことで，自他の性への価値観が高まり，性を生

に結びつけ生きる力としての学びを体得していけるのではないかと考え，本テーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究目標 

  第 1学年「生殖にかかわる機能の成熟」の学習を通して，生徒が自分の体や性について正 
しく理解し，自他の性に対する価値観を高める指導について研究する。 
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Ⅲ 研究の方針 

１ 性に関するアンケート調査から，生徒の実態を把握し，生徒が興味・関心をもって取り組

めるような資料の収集と教材の工夫を行う。  

２ 思春期の体の変化や生命誕生のしくみを科学的に理解できるような教具を作成・活用する。 

３ 生徒がお互いに学び，考えを深め，性への価値観を高める学習指導法の工夫を行う。  

４ 授業後の生徒の意識の変化をまとめ，他教科との関連指導に生かすための資料とする。 

 

Ⅳ 研究構想図 

  

めざす子ども像
 

性について主体的に考え行動選択のできる生徒 

《研究テーマ》 

性への価値観を高める指導の工夫 

「生殖にかかわる機能の成熟」の学習を通して

学習指導法の工夫 

科学的な教材・教具
の工夫 

性の価値観を高め
る学習形態の工夫

 

性に関するワーク

シートの作成・活

用 

  
・グループワーク ・視聴覚教具の作成・

活用 ・ブレインストーミ
ング・モデル教材の活用 

社会の状況・教師の願い・生徒の実態

 

Ⅴ 研究内容と方法 

 １ 性教育における性の価値観 

(1) 性教育の重要性 

 近年，子ども達を取り巻く家庭環境や社会環境の急激な変化により，性に対する意識や

価値観も多様化し，子ども達の心身の発達は，性的成熟と社会的成熟にギャップが生じア

ンバランスになっている。また，子ども達の間に様々な性の逸脱行動が生じ，その結果と

して，望まない妊娠や人工妊娠中絶，性感染症の増加と低年齢化など性に関する健康問題

が深刻化している。この増加の原因の一つとして，子ども達が，性に対して無知であるこ

とや性に対して認識が不足していることが指摘されている。さらに，「やせ」願望による

薬物乱用，性的ないじめや不登校などもあることから，様々な子ども達の健康問題や心の

問題において性の問題が広く関わってきている。このような状況から，起こしてしまった

現実の問題への「後追い対処」ではなく，子ども達が，様々な性の問題にどう関わって生

きていくのかについて，自分自身を大切にできる価値観と正しい知識に基づいて，主体的
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に考え，判断し，適切に行動できる能力を育む「生きる力」としての性教育の実践が求め

られている。 

性教育の目標は，生命尊重の精神を育て，自分を大切にしようとする態度や思いやりの

心をもって互いに相手の人格を尊重し，家庭や社会の一員として適切な意志決定や行動選

択の能力を育てることである。性教育は，性のもつ身体的側面，心理的側面，社会的側面

に視点をあて，人間としての在り方，生き方に直接に係る教育活動である。それ故，常に

児童生徒の実態を把握し，社会の変化などにも十分対応しつつ，特定の教科だけではなく

学校教育活動全体を通して，系統的，組織的，計画的に行われることが重要である。 

(2) 性の価値観を高めるとは 

    今日,氾濫する性情報は，様々なかたちで子ども達の性の見方，考え方，性行動に影響を

及ぼしている。性の見方，考え方は，性への価値観を形成し，生涯にわたっての「性」と

「生」を左右すると言っても過言ではないだけに，性をどのように学ぶかは重要な課題の

一つである。性は「人間が心豊かに幸せに生きる」上で最も基本的なものである。子ども

達が，それぞれの発達段階に応じた学習の中で，自分の体や性としっかり向き合い，自分

の体や心に起こっている変化がどういうものなのか，どういう意味をもっているのか科学

的に学び，納得し，受け入れることができてはじめて，性を自分自身の問題として捉える

ことができるようになるのではないかと考える。自分の性への認識が深まることで，異性

への理解も深まり，性の主体者となっていける。つまり自分の性を大切なもの，価値ある

ものと捉え，自分の人生を大切に生きていこうとすることが，性への価値観を高めること

であり，その高まりが，現在及び将来の生活において直面する性の諸問題に対して，適切

な意思決定や行動選択の基礎となり，責任ある性行動へつなげていけるものと考える。 

２ 小単元「生殖にかかわる機能の成熟」における育てたい力 

   本単元は，性の逸脱行動など，深刻化する現代的課題へ対応するための内容として，平成 

10 年の学習指導要領の改訂において，中学校の保健体育「保健分野」の中に新たに位置づけ 

されたものである。健康・安全の問題に直面した場合に，科学的な思考と正しい判断の下に 

意思決定や行動選択を行い，適切に実践できるような資質や能力の基礎を育成することを目 

標としている。 

小単元を通して育てたい力としては次のようなことが上げられる。 

(1)二次性徴についての理解（性差,個人差） 

(2)体の発育・発達に伴う心の変化の理解 

(3)生命誕生に関する科学的な知識 

(4)自他の生命を大切にする力 

(5)適切な行動判断ができる力 

(6)豊かな人間関係を結ぶコミュニケーション能力 

(7)性情報に対する適切な判断力や選択能力 

等である。このようなことからも本小単元を学びの核として,関連教科や発展指導，家庭,

地域社会，関係機関と連携を図りながら繰り返し学習することで，ネットワークを広げ，性

をライフサイクルとしての自分の生き方や生活につなげていけるのではないかと考え，研究

を推進してきた。 

図示すると以下のようになる。 
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保健体育１年 関連教科 保健室での
相談活動 「生殖にかかわる機能の成熟」
 道 徳 
・生  徒 
・教  師 

保健体育３年 特別活動 ・保 護 者 
「感染症の予防」

総合的な学習 

保健管理 全体指導
学校保健委員会 ・健康診断 (集団・個別)

・性についての

実態調査 
家庭・地域社会・関係機関 

 

図１ 性の学習のネットワーク 

３ 生徒の実態 

  本校生徒に性についてのアンケート調査を     ○調査年月日・・平成１５年１０月３０日 

実施した結果は,以下の通りである。           ○対象・１年（66 人）２年（79 人）３年（70 人） 

(1) 性知識         
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図２は，「体にかかわる言葉」について知っ 

ているかを質問したものである。小学校から 

学んできたにもかかわらず「どれも知らない」 

と回答した生徒もいる。また「月経」（男子 

32％・女子 75％）「ワギナ」（男子 26％・女子 

18％）「精通」（男子 26％・女子 21％）等，自 

分や異性の体の変化についての言葉は「知っ 

ている」とする割合が低い。 

図３は「性行動にかかわる言葉」について 

知っているかを質問したものである。ほとん 

どの言葉について「知っている」と答えてお   図２ 性の

り，特にマスメディア等でよく取

知識（体にかかわる言葉） 

り上げられ 

買

情報源について質問 

し

 

ている「セクハラ」「ストーカー」「エイズ」 

については「知っている」の割合が高い。「コ 

ンドーム」等の避妊具については，中学１年 

から半数以上が「知っている」と答えている。 

しかし，「援助交際」は知っているが「売春・ 

春」は知らないと答えている生徒もおり， 

援助交際が売春行為である等，確かな理解に 

はつながっていない。 

図４は，性についての

たものである。「友達」（男子 70％・女子 

64％）が最も多く，次いで「学校の授業・教

科書」「テレビ」「週刊誌・本」となっており, 図３ 性の知識（性行動にかかわる言葉） 
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友達やマスメディアの影響が大きいことが 

わかる。このようなことから，偏った
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(2

ない」とする生徒が多い。しかし 

中

４ 「言葉や意味を何で知りましたか」 

多いが， 

「

４ 

用 

うな教材を下記のように工夫する。 

 

させ，理解 

宮の大きさなどは，中学生の実物大を示し，成人のものと比 

リアルにイメ 

識が誤った性行動につながらないよう,正確 

な知識を繰り返し指導していく必要がある。 

) 性意識 

「性」という言葉のイメージについては， 

「何も感じ

には，「恥ずかしいこと」「いやらしいこと」 

「口に出してはいけないこと」と捉えている 

生徒もおり，マスメディアによって作り出さ 

れた性の情報が，そのまま性のイメージとし 

て意識されている様子も見られる。また,    図

中学生が,１対１の交際をすることについて 

は，「好きなら当然のこと｣「異性をよく理解 0①電話・交換日記

できるから」として受け入れている生徒が多 

い。｢悪い｣｢早すぎる｣は，215 人中８人（男 

子 7%・女子 6%）であった。   

図５｢交際の仕方｣については，｢一緒に帰 

る程度｣（男子 45%・女子 47%）が最も

キスまではいい｣｢制限はない｣等，異性と 

の接触を求める回答（男子 27％・女子 21％） 

も見られた。このようなことから性衝動や性 

行動に対する認識を深めさせ，正しい意思決 

定と行動選択につながる性の指導が必要だ      図５ 「どんな交際をしたいですか」 
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と考える。                               

性の価値観を高める指導の工夫 

(1) 科学的な教材・教具の作成・活

性機能の成熟という,目に見えない体のしくみや変化を具体的にイメージさせ,生徒の日

常の生活や生き方に結びつけられるよ

①視聴覚教材の作成・活用 

第 1 時「思春期の体の変化」においては,男性生殖器,女性生殖器の拡大断面図や月経の 

しくみの掲示資料を作成し，射精のしくみ,月経のしくみを具体的にイメージ

できるようにする。また，子

較させることで，成長の途中である自分の体への認識が深まると考える。 

 第２時「受精と妊娠」においては，導入で児心音を聞かせ,これから学ぶことが命につ 

ながっていくということの意識づけを行う。また，受精―着床―妊娠という生命誕生のし 

くみを理解させるため VTR を活用する。精子の数や動き，受精の瞬間などを

ージさせることにより，自他の生命が，３億の中から選ばれたかけがえのない命であるこ 

と，自分の体に起こっている月経や射精等の変化が，生命を生み出すための準備であるこ 

とへの理解が深まり，適切な行動選択へとつなげていけるものと考える。 

 - 77 -



②モデル教具の活用 

 第２時「受精と妊娠」の中で，受精―着床―妊娠―生命誕生の一連の流れの中で受精卵

が実際に成長していくことを実感させるために胎児モデルを活用する。絵や写真よりも実

,重さを体験することで子宮の中で命が育つということへの理解を

(2

主体的に学ぶ

った。 

①

   

わり」で取り入れる。みんなで自由に意見を出し合うことに 

方,考え方を広げ，お互いの価値観を認め合うことができる。 

   

についての問題意識には男女差がみられることや異性がどんな意識 

  (3

えて

るよう工夫する。アンケートの結果を活用する

こ

(4

活用する。授業のね 

分の考えを記 

述

５ 

   

観  

・判断」「知識・理解」である。その

        

物モデルに触れ，大きさ

深め，発展的な学習を行う際の基礎知識として実感できるものと考える。 

) 学習形態の工夫 

単に知識の伝達や暗記中心の方法だけでなく，自ら課題意識をもって,的確な思考判断

や意思決定をしていくといった「実践力」を身につける工夫として,生徒が

学習方法の工夫を行

ブレインストーミング 

 アイディアや意見をできるだけ幅広く出すための活動として，第１時「思春期の体の変 

化」と第３時「異性とのかか

より知識の量を増やし，見

   ②グループワーク 

 ディスカッションなど，仲間と意見交換をしていく「知恵の貸し借り」の中で，より自 

分の考えを深められるということから，第１時から第４時まですべてにグループワークを 

取り入れる。また，性

をもっているのか理解し合えるという意図から，男女別のグループワークとする。 

) 性についてのアンケート結果の活用 

性についての学習は，性知識,性意識等の生徒の実態や発達段階を把握して進める必要

があるという観点から，生徒への性についてのアンケートを作成し,その結果から見

くる生徒の実態を授業の展開の中で生かせ

とにより，性の問題を自分たちの問題として捉え，授業に対する興味・関心も高まるの

ではないかと考える。 

) ワークシートの作成・活用 

授業の評価として，図６に示すようなワー 

クシートを毎時間作成し

らいに沿って課題を設定し，自

させたり，自己評価させることで授業への 

個々の理解とニーズ，意識の変容を確認する 

ことができ，次時の授業や生徒個々への支援 

のあり方につなげる。また,授業を通して見え 

てくる生徒の実態を，関連教科やその他の学 

習や指導に生かす手立てとして活用する。 

評価 

中学校保健体育科の保健分野における評価の

点は，健康・安全に関する「関心・意欲・態

       

     図６ ワークシート    

度」「思考

観点について，本小単元における評価の規準を 

作成し，表１に示した。           
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          表１ 小単元「生殖にかかわる機能の成熟」 

断 知識・理解 関心・意欲・態度 思考・判

1 思春期に起こる心身の変化や生殖

２受精・妊娠のしくみについて関心
をもっ いる。 

１思春期に起こる心身の変化や生

している。 
２思春期に 変化や生

１思春期に起こる心身の変化

いる。 
２思春期に起こる心身の変化
や思春期が生殖機能の成熟

機能の成熟について関心をもって 殖機能の成熟を自分のこととし には性差，個人差があること
学習しようとしている。 て考え，問題点を見つけようと について理解して

て学習しようとして
３ブレインストーミングやグループ
での話し合いに積極的に参加し，
仲間と協力している。 

起こる心身の
殖機能の成熟について学習した
ことを日常生活にあてはめて考
えている。 

や自己の認識が深まる重要
な時期であることを理解し
ている。 

 授業実践 

 単元名 心身の発  

 

Ⅵ

１ 達と心の健康

２ 小単元名 生殖にかかわる機能の成熟 

 

は射精，女子では月経が見られ，妊娠が可能になるこ

，性情報への対処等，性に関する適切な態度や行動の選択ができるように

４ 

は，思春期には性機能が成熟し，それにともなう変化に対応した適切な行動が必

させるのをねらいとし，科学的な思考と正しい判断の下に意思決定や

行い，適切に実践できるような資質や能力の基礎を培う単元として位置づけら

れている。中学生は，体の変化が著しく個人差も大きいことから，その変化にとまどい，

    

正しい性への価

(2

    

が見られ，男女差や個人差が大きいことがわかっ

，体が変化することに「不安・心配」「いやだ」(男子 22%・女子 21%)と感じて

３ 小単元目標

 (1) 思春期には性機能が発達し男子で

とを理解することができる。  

(2) 異性を尊重し

なる。 

小単元について 

(1) 教材観 

本単元

要になることを理解

行動選択を

不安や悩みをもつようになる。また,自らを性的な存在として意識し，自覚しはじめる時

でもあり，性の価値観形成にとって重要な時期であるといわれている。 

 そこで，本単元を通して，自分の体や異性の体の変化を科学的に理解させることによっ

て，自己の性への肯定観を高めたい，さらに氾濫する性情報や性行動の誘惑に対しても正

しい判断に基づいた意思決定や行動の選択が必要であることを理解させ，

値観を育てていきたいと考える。  

) 生徒観 

  １年生(66 人)に性に関するアンケート調査からは，「初潮」（85%）「発毛」（男子 43%・女

子 97%）「変声」(37%)「精通」(6.3%)等

た。しかし

いる生徒やその変化や言葉の意味を 80%の生徒が「知らない」と回答しており，小学校か

ら学んでいるにもかかわらず確かな知識は身についていない実態もある。また 1 対１の交

際については「良い」「どちらでもよい」(88%)と肯定的に受け止めている生徒が多く，「ど

んな交際をしたいですか」の問いに対しては,「手をつなぐ」「キスまで」「制限はない」（男

子 31%・女子 21%）と異性との接触を求める回答も見られることから，異性への興味・関心

が高まってきている様子も見られる。このようなことからも本単元を通して，思春期に性

機能の成熟を迎え妊娠の可能性をもったことを理解し，その成熟を異性との関わりの中で

きちんと受け止め，責任ある行動の選択ができるようにしたいと考える。 
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(3

   

学びあうこと

める。③学習の中から見えてくる生徒の意識の変容や要望を次の学習へつなげ

５ 

 

) 指導観 

  本単元の「性機能の成熟とそれにともなう変化に対応した適切な行動が必要になること

を理解する」ねらいへの手立てを①科学的に理解させる。②生徒がお互いに

で理解を深

る。という三つの視点から考えた。まず，掲示資料，VTR などの視聴覚教材やモデル教具

の活用を通して，自分や異性の体の変化の意味を科学的に理解できるようにする。次に知

識伝達だけに止まらず,生徒が互いに学び合い,考えを深め合うための工夫として，グルー

プ学習形態をとり，意見の交換が行われやすい環境を作る。その中で身近な性の問題につ

いてブレインストーミングや話し合いをすることにより，自分の問題として捉え,正しい行

動選択へとつなげていきたい。さらに，生徒の学びの過程でワークシートを作成・活用す

ることで，生徒が自分の問題として考え，理解し，意識の変化を確認していくことができ

る。また，それを踏まえ，より生徒の興味・関心に基づいた授業の展開を図りたい。 

指導計画 

学習項目 ね ら い 学 習 内 容 資 料 

ついて知り，排卵と
フラッシュカー 

１ 

 

思春期の体の変化に

月経，射精のしくみ
について理解する。 

○ブレインストーミングで思春期の体の変

化について話し合い，理解する。 

○排卵と月経のしくみについて理解する。 
○射精のしく  

○発達には個人差があることを理解する。 

○ ド

○掲示資料 

・女性生殖器図 

・男性生殖器図 

経のしくみ図

○ワークシート 

  

時 みについて理解する。

・月

 

時

機 

能 

 

の 

 

成 

 

熟 

受精と妊娠，生命誕

生のしくみについて

を知る。 

 

○受精・妊娠のしくみについて理解する。 

○胎児モデルを使い，胎児の成長に触

とで生命誕生のしくみを知る。 

とを理解する。 

○自分の体が大人に成長していくことから

責任ある行動が必要であることを

○掲示資料 

・排卵・受精図 

○VTR 

○胎児モデル 

○ワークシー

 

３ 

 

時 

思春期は異性への関

心が高まることを理

し,異性との望ま

しい関わり方につい

理解する。 

 

ミング 

○ワークシート 

解

て考える。 

○思春期には性衝動が生じたり，異性への関

心が高まることを

○ブレインストーミングに積極的に参加し,
異性との関わり方について考える。 

○脳のしくみ図

○ブレインストー

 

 

４ 

 

う 

ように

 

○ について知

○ し合

う。 

 

○ ート 

時 

性 

と

ど 

向 

き 

合 

う 

か 

性情報への対処につ

いて考え，正しい情

報を選択し責任ある

行動がとれる

する。

身の周りにある性情報の影響

る。 

性被害の事例についてグループで話

○性情報とどう関わればよいか考える。

○資料 

ワークシ

の学  

1)  

命誕生のしくみを知る。 

２

時 

（
本

） 

 

性 

 

理解し，責任ある行

動が必要になること

れるこ

○自分たちの体が妊娠の可能性をもったこ

考える。 

ト 

６ 本時 習

( 目標

   ①受精と妊娠について理解し，生

が妊娠する可能性をもったことを理解し，正しい知識に基づいた責任ある

要であることを知る。 

に胎児モデルなどを通して,胎児の成長に触れながら,前

などと合わせて，自分の体の変化が生命創造へとつなが

②自分たちの体

行動が必

(2) 本時における具体的な手立て 

①受精，妊娠，生命誕生のしくみを科学的に具体的に理解させるために，掲示資料や VTR

などの視聴覚教材を活用し，さら

時に学習した月経や射精のしくみ

っていることを理解させる。 
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②グループでの話し合いや発表等を通して，正しい知識に基づいた責任ある行動が必要で

あることを理解させる。 

) 本時の展開 (3

場 学習活動 主な発問(○)と生徒の反応(・) 教師の支援 

１前時の学習を振り ○前 

導

 

返る。 

 

 

の時間で学習したことを思い出

してみよう。 

・月経 ・射精 ・体の変化 

○

○ 化が命と，どうつ

 

 

 

 

＊児心音を 始まりであ

ることに気づかせる。 

 

 

入  

５

分

 

 

 

 

これは何の音かな 

・馬の音・機械の音・赤ちゃんの音

私たちの体の変

ながっているか考えてみよう。

聞かせ，命の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

確認す

る。 

解する。 

 

 

精・妊娠のしく 

みを VTR で確認し

感想を発表する。 

 

 

生命誕生のしくみ

を理解する。 

し

 

7 

 

命の始まりは何だと思う。 

精子   ・卵子 

。 

合体する ・くっつく ・受精 

れる

 

 

ことがわかった。 

受精・着床した受精卵はどのよう

○

・ えない 

 

いるのかな，学習し

たことを思い出してグループで話

・

○

 

ア

なも考えてみよう。

＊ に貼り，

精子は精巣で卵子は卵巣で作られ

ることを確認する。 

，受精する

＊ れないこと

 

２,３人から感想を言わせ,３億の

 

 

＊ 用紙に針で穴

をあけて示す。 

３ヵ月,６ヵ月，１０ヵ月の胎児モ

る。 

各グループへまとめの紙を配布す

＊

 

もってい

。 

性に関するアンケートの結果をグ

 

 

 

 

 

開

 

 

 

 

 

35

 

 

 

 

 

分

 

2 めあてを

 

 

3 受精・妊娠のしく

みを理

 

 

 

 

 

 

4 受

 

 

 

 

5 胎児の成長にふれ

6 生命を生み出すた

め自分の体にどん

な変化が起こるの

かグループで話

合う。 

各グループで話し

合ったことを発表

する。 

8 事前のアンケート

結果から自分たち

の性意識に気づく 

 

 

 

○

・

・

○受精はどのようにして行わ

の。 

・合体 ・交尾 ・セックス 

○これまでのしくみを VTR で確かめ

てみよう。 

○VTR を見て，どうでしたか 

・たくさんの精子の中から一つしか

受精できない

○

に育っていくのかな。 

・お母さんのお腹の中で大きくなる。

受精卵の大きさはどのくらいだと

思う。 

１㎝  ・１㎜ ・目に見

○小さな受精卵が，成長するのを見

てみよう。 

○このような命を創るため，今あな

たたちの体の中で，どんな変化が

おこってきて

し合ってみよう。 

月経が始まる ・射精がある 

各グループで話し合ったことを発

表しよう。 

○前にみなさんに書いてもらった

ンケート結果から気になることが

あるのでみん

＊めあてを板書する。 

精子と卵子の写真を黒板

＊精子と卵子が結びつき

ことを排卵・受精図を使って簡単

に説明する。 

精子は体外では生きら

から,体内受精が必要なことに気

づかせる。 

＊VTR を見せ，受精・妊娠のしくみを

理解させる。（NHK 驚異の小宇宙人

体） 

＊

中から選ばれた大切な命であるこ

とを認識させる。 

 

受精卵の大きさを画

 

＊

デルを提示し，子宮の中で命が育

つことを理解させ

＊

る。 

意見を出しやすいように男女別の

グループに編成する。 

＊机間指導する。 

＊生徒の発表をまとめ，自分たちの

体が生命創造の可能性を

ることを説明する

＊

ラフで提示し，自分たちの性意識

について考えさせる。 

分 

まとめ 

・これまでの学習か 

らわかったこと考

えたこと,知りた

いことを

ートにまとめる。 

○

てあなたがわかったこと，考えた

こと，もっと知りたいことをワー

クシートにまとめてみよう。 

２～３人に発表させ，

の体について正しく理解し，お互

いを大切にしていくこと。責任あ

る行動が必要であること

せる。 

生のしくみを知ろう

○精子と卵子がどうなるの

ま

と

め

10

9 

ワークシ

これまでの学習や先生の話を聞い ＊ 自分や異性

を考えさ

生命誕  
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( 評価

     ①受精・妊娠・生命誕生について関心をもって学習しようと る。（関心・意欲・態度） 

②受精 生のしくみを理解している。（知識・理解） 

   体が妊娠の可能性をもったことを理解している。（知識・理解） 

 

器や性機能の成熟の様子，生命誕生のしくみを男女生殖器図や VTR 等

の がで

き 値観を高めていくことができるのではない

か

【

学習が「思春期の体の変化」ということで， 

は，月経や射精のしくみがわ 

と，また個人差があることを知り， 

安

      

   と

【 生

味

わかった。 

ること 

なく，自分や異性の体のしくみを

 

       

○精子と卵子が受精して大きくなっていくことが，

4)  

・妊娠・生命誕

してい

  ③自分の

     ④体が大人になることでどのように行動すればよいかを考えている。（思考・判断） 

Ⅶ 結果と考察 

 １ 手立て１の検証 

 

 理解し，自己

科学的な資料の提示をすることで，思春期の体の変化や生命誕生のしくみを科学的に

の性の認識が高まるであろう。 
目に見えない，内性

視聴覚教材，胎児モデルなどのモデル教具を活用することで科学的に理解させること

，自己の性に対する考えを認識させ，性への価

と考えた。このことについて第１時「思春期の体の変化を知ろう」第２時「生命誕生のし

くみを知ろう」のワークシートから検証する。 

結果１】「思春期のからだの変化を知ろう」より生徒の感想 

【考察】 

図７ 生徒の感想     

結果２】「生命誕生のしくみを知ろう」より

○何のために体が変わっていくのかという意

生徒の感想から

かったこ

心したなどの感想が見られた。最初の授業 

ということで，みんな恥ずかしがり，なかな 

か意見が出なかったが，掲示資料やクイズ， 

大人と中学生の子宮の比較，月経の量などを 

具体的に資料で提示し，日常の生活に関連づ 

けていくことで，発言も増え,自分の体のこと

して考え，真剣な学びに変わっていった。 

徒の感想 

が 

○自分の体は今，妊娠できる状態，命を創

ができる状態であることがわかった。 

○自分の体や異性の体を知ることは決していやら 

しいことでは

知ることで「互いの体を大切にすること」につ

ながると言うことが勉強になった。  

○精子は３億もあるのに受精できるのは１個だけ    写真１ モデル教具の活用 

になるとほとんどの器官ができあがって

けないことをたくさん学んだ。    

ビデオや人形を使ってわかりやすかった。

だと言うことや，子宮の中の赤ちゃんは，６カ月

いる等，大人になるために知っておかなければい
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一つが受精するために３億の精子が死ぬのは大変だと思った。でも，３億の精子が協力し

 

【考

の

ま  

ことを理解してきたと考える。 

２ 

 

 

方

知るために，互いの「良いところ」「直してほしいところ」をブレイ

ン

結

○

互いを知ることだ」と思った。 

の意見もしっかり言えるようにしたい。 

【考

の 。 

 

を 

たのではないかと考える。話し合いを通して互いを尊重し，行動しようとする様子 

が

 ３

 

 

 

【 ートから生徒の感想 

恥ずかしい」と思っていたけど勉強するうちに,これは「大切なこと」

それ

○私たちは,正しい知識を知ることで自分の身を守ることができるということがわかった。 

っていたが，いろんな意見を聞いたり，勉強したりす

ていくのも初めて知った。だから，性交とかはきちんと考えないといけないと思った。

察】                         

VTR や胎児モデル，掲示資料の活用により「人間の体ってすごい」という驚き,発見と同 

時に，今まで“なぜ”と思っていた体の変化が“なるほど”に変わってきている。自他の体 

しくみや変化の意味を理解することで，妊娠できる体になってきた自己の性への認識が深 

り,「互いの体を大切にすること」「きちんと考えて性交はしないといけない」等，これか

らの生活の中で適切な意思決定と行動の選択が必要である

手立て２の検証 

生徒が主体的に話し合う学習方法を工夫することにより，考えを深め，性の問題を自

分のこととして捉え，行動選択につなげていけるであろう。 
生徒が知識として学んだことを，日常の生活の中に生かし，自分の問題として考えさせる

法として，ブレインストーミングやグループワークを取り入れた。生徒が一番気になるで

あろう「異性の心」を

ストーミングした結果を生徒の感想から検証する。 

果】ブレインストーミング後の生徒の感想 【

ちゃんと意見が言えた。みんなの意見も聞けた。恥ずかしがっている人もいたがみんな自 

分の気持ちをしっかり発表していた。みんないろいろ考えていることがわかった。 

○異性の良い点も悪い点もちゃんと見ているからこそたくさん見つけられたし，充実した話 

し合いができて満足だ。異性と上手に関わるのは「お

○異性との関わりでは相手のことを考え，自分

○お互いに思いやりをもって「女だから」「男だから」を少しずつなくしていきたい。 

察】 

日頃から興味があった「異性の心」だけにほとんどの生徒が，活発に意見を述べ，お互い 

良いところを発表するたびに「へえー」という声があがり，楽しそうに取り組んでいた

お互いに意見を交わすことで，自分の知らないことやお互いの良さに気づき，「相手のこと

も考え，自分の意見もしっかり言う」「思いやりをもった行動が必要だ」等，自分の考え

深められ

見られた。 

 手立て３の検証 

ワークシートを作成，活用することにより，生徒の授業への理解や意識の変容の確

認ができ，次時の授業展開や関連教科につなげていけるであろう。 

結果】ワークシ

○性の学習は，最初「

だということがわかってきた。自分の体のことなのにわからないことがたくさんあって

が，わかるようになったらとてもうれしかった。 

 

 ○前まで異性のことなど「別に」と思

ることで考えが変わった。正しい知識がたくさん身についた。 
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 ○

。        

時

か

自分の考えを表現できるようになっ

」

教育活動全体における性の学びの中

 

Ⅷ 

１

) グループワークやブレインストーミングを取り入れることで，身近な性の問題や情報を

の考えを深めることができ，性への認識が高まった。 
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【考察】 
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成果と課題 

 研究の成果 

(1) 体の変化や生命誕生のしくみを視聴覚教材やモデル教具等の科学的資料を作成・活用し

たことにより，生徒が自他の体の変化についてより理解を深めることができ，性の価値観

が高められた。 

(2

共有し，自分

(3) ワークシート

きた。さらに，本単元の授業を実施する際には，学級担任や教科担任との連携を図ったこ

とで，関連教科や発展指導につなげ，より深い性の学習が展開できた。 

今後の課題 

1) 性教育については，中学の３カ年を見通した系統的，組織的，継続的な指導計画と学習 

の工夫が必要である。 

(2) 生徒の性意識や性行動等は，家庭や地域社会の影響が大きいことから，家庭，地域への

啓発活動の工夫や関係機関との連携を図って指導していく必要がある。 

) 性の学習においては，養護教諭としての専門性を生かし，学級担任や教

や教材及び資料
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